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はじめに 

 本ガイドブックは、次世代 EDI 推進協議会のビジネスインフラ事業（企業や業界を越えて自由

自在に情報の交換や共有が行える基盤）の一環として策定した、「業界横断 EDI 仕様 V1.1」の成

果を取り纏めたものである。

 

本事業では、ビジネスインフラに成りえる「望ましい業界標準 EDI」の実現を目指し、「国際性」

「業際性」「健全性」を実現するツールとして「業界横断 EDI 仕様」を策定した。

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 は、日本の製造系サプライチェーン取引における国連標準の EDI 辞書

に準拠し、複数業界企業と EDI 取引する中小規模等受注企業の健全性を確保するリファレンスで

ある。また、本仕様 V1.1 は、ビジネスインフラ事業による４つの実証プロジェクトの成果を踏ま

えつつ、３つの業種（電機電子・自動車・化学）およびそれらの業種と関連する中小企業取引の

確定注文を対象として、企業間業務プロセス（業務連携）と情報項目を定義した。

本ガイドブッックの構成は以下の通りである。

 １編 業界横断 EDI 仕様 V1.1 解説書

 ２編 業界横断 EDI 仕様 V1.1 業務連携定義

 ３編 業界横断 EDI 仕様 V1.1 情報項目定義表

 ４編 業界横断 EDI 仕様 V1.1 ソリューションガイドライン

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 とは２編と３編を示し、それを解説する１編と、ASP 等相互接続性と

健全な EDI インターフェースを確保する４編を含めて、受発注者双方の業務処理が円滑に行われ、

企業間取引の効率化が促進することを期待したビジネスインフラガイドブックである。

本ガイドの取扱いはコピーを自由とし、無償で再利用が可能である。 

 本ガイドが、業界標準 EDI の業界団体、ユーザ企業、IT ベンダー、国や地域の行政機関の各

担当者にとって、それぞれの業務の遂行の上にご参考になれば幸いである。

 最後に、次世代 EDI 推進協議会の各種委員会にご指導・ご協力を頂いた関係各位に対して、

改めて感謝の意を表する次第である。

 平成 24 年 3 月

 
次世代 EDI 推進協議会 
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はじめに 
 

 次世代 EDI 推進協議会（以下 JEDIC と記載）では、産業構造の変革にともなう我が国

産業全体の最適化による生産性改革、および IT を活用した企業・業種・業界の壁や個別の

経済取引を超えた情報共有を実現する情報経済社会基盤構築の方策について検討するため、

経済産業省事業の一環としてビジネスインフラの整備を推進している。

 この過程において、ビジネスインフラ（企業や業界を越えて自由自在に情報の交換や共

有が行える基盤）に成りえる「望ましい業界標準 EDI」の実現を目指し、「業際性」「健全

性」「国際性」の３つの要件を設定した。この３つの要件を実現するため、４つの実証プロ

ジェクトが実施された。これらの４つの実証プロジェクトの成果をふまえつつ、「業界横断

EDI 仕様 V1.1」を定義した。現在、大企業・中堅企業で普及が進んでいる業界標準 EDI
を要として、中小企業等 IT 化が遅れている企業・部門への EDI 普及、および異なる業界に

ある複数の企業との情報交換を進めるため、既存の業界標準 EDI に加えて「業界横断 EDI
仕様 V1.1」を提言するものである。

 本解説書は、JEDIC が公開する「業界横断 EDI 仕様 V1.1」の目的と適用範囲を明確に

し、「業界横断 EDI 仕様 V1.1」を参照する EDI ユーザー企業および EDI ソリューション

を提供する IT ベンダーに、当該仕様の適用の仕方を明らかにする。

 なお、業界横断 EDI 仕様 V1.1 は次の２つの文書から構成される。

  
（１）業界横断 EDI 仕様 V1.1 業務連携定義 

国連 CEFACT の「業務要件定義仕様（BRS）」の流儀に従い、確定注文プロセ

スの対象領域、業務連携要件、ユースケース図、アクティビティ図、および概念

データモデルを定義する。 
 
（２）業界横断 EDI 仕様 V1.1 情報項目定義 

３つの業種（電機電子・自動車・化学）およびそれら業種と関連する中小企業

取引の確定注文を対象にした情報項目を定義する。情報項目の定義は、国連

CEFACT のコア構成要素技術仕様に則って、国連 CEFACT の EDI 共通辞書（コ

ア構成要素辞書）を参照して、日本の対象業種で使われる日本語意味定義を行っ

ている。業界横断 EDI 仕様 V1.1 情報項目定義は表（エクセル・シート）に定義

されており、表の見方は当該エクセル・シートに説明されている。 
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１．業界横断 EDI 仕様 V1.1 の目的と範囲 

１．１ 目的と位置づけ 
 平成 21 年度、経済産業省のビジネスインフラ事業において、４つの実証プロジェクトが

実施され、それら実証プロジェクトで使われる情報項目を参考に、業界横断 EDI 仕様 V1.0
が試作された。

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 は、その業界横断 EDI 仕様 V1.0 をたたき台に、ユーザー業界

（電機電子業界、自動車業界、化学業界）および中小企業取引における要望を収集し、共

通に参照（Reference）できる定義を取りまとめ、特に複数の業界と取引を行う中小企業等

が容易に EDI を導入できる環境を提供することを主眼としたものである（下図参照）。

 

共通辞書

国際標準

製品メーカー

部品メーカー

共通部品
メーカー

A業界EDI

製品メーカー

部品メーカー

B業界EDI

A業界 B業界

業界横断EDI仕様
V1.1

対応 対応
ASPなど

中小企業等
 

（図の説明）
A業界、B業界、それぞれの業界内では、それぞれの業界標準EDI仕様に基づいてEDIが
行われる。A業界とB業界の両方と取引のある共通部品メーカーは、業界横断EDI仕様
V1.1に対応すれば、ネットワークを仲介するASP等の変換サービスを経由して、それぞれ
の業界標準EDI仕様に対応することができる。また、業界横断EDI仕様V1.1の情報項目
は、国際標準に準拠した共通辞書の情報項目に対応している。

 

 なお、業界横断 EDI 仕様 V1.1 における「業際性」「健全性」「国際性」の意味は次のよ

うに解釈される。

「業際性」ある企業が複数の業界標準に準拠した EDI に対応する際に要する労力を縮
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減できること。 
「健全性」中小企業等 IT 化が遅れている企業・部門が EDI を導入する際に取引先の都

合で過度の負担を強いられないこと。 

「国際性」情報項目定義は国際標準の EDI 辞書（国連 CEFACT コア構成要素辞書）に準

拠すること。 

１．２ 取引プロセス 
 業界標準 EDI の前提として、各業界はそれぞれの取引プロセスモデルを想定している。

これが、業界間で異なっていることから、EDI の情報項目の呼称や使い方について差異が

生じている。情報項目の共通性を検討するに当たっては、それぞれの業界標準取引プロセ

スについての相互理解が不可欠となる。

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 検討の過程で、各業界の取引プロセスモデルを理解し、共通の

情報項目の存在を確認した。

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 の検討では、参加した業界間で共通に認識できると思われる通

常の取引に焦点をあてた。

取引プロセスの検討を進める中で、プロセスにはパターンのあることが明らかになって

きた。これらのパターンを共有できれば、異なる業界で EDI 情報項目のすり合わせを行う

際に有効である。

 取引プロセスパターンの共有においては、各業界の取引プロセスモデルを前提としつつ、

下図の「取引プロセス階層と情報種」を設定した。最上位階層の商取引段階は、国連 CEFACT
において、ビジネスプロセス・マトリックスとして標準認定されているものである。 

 

 ２階層目の取引プロセス大分類は、段階毎に詳細のプロセスにブレークダウンしたもの

取引プロセス階層と情報種

受発注 出荷検収 請求支払

所要見込 予約注文所要計画 納入指示確定注文

確定注文請
情報

確定注文
情報

予約注文請
情報

予約注文
情報

取引プロセス
大分類

商取引
段階

情報種

取引プロセス
中分類

・・・ ・・・

業界横断EDI仕様V1.1対象範囲

計画 選定 交渉 取引実施 アフター
サービス
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である。ここでは、取引実施段階を示しており、受発注・出荷検収・請求支払の大分類プ

ロセスに分解される。この段階は、製造業全般に共通しているものと考えられる。

 

取引プロセス大分類を更にブレークダウンしたものが、取引プロセス中分類である。こ

れまでの検討経緯から、この中分類レベルは、業界毎に固有の定義がなされていることが

判明している。これは、業界毎の事業特性に依存するものと考えられ、製造業を通して共

通化することは難しい。そこで、各業界が固有に定義したプロセスとの対応付けを容易に

する手段として、JEDIC としての標準的な確定注文プロセスを「業界横断 EDI 仕様 V1.1
業務連携定義」として策定した。各業界は、自らの固有に定めた中分類プロセスを、JEDIC
の「業界横断 EDI 仕様 V1.1 業務連携定義」に対応させることで、業界間の共通認識を深

めることができる。実際の EDI 適用の検討においては、当事者が共通認識可能な取引プロ

セスとして定義した上で、情報項目の擦り合わせを行うことが推奨される。

 なお、上図の中分類は、通常の取引の範囲内で検討されたものであり、今後必要に応じ

て中分類プロセスは追加・修正されていくべきものである。 
 

 第４階層の情報種は、中分類取引プロセスを構成する EDI メッセージに相当する。そし

て、確定注文の場合に見られるように、発信されるメッセージとこれへの回答（応答）メ

ッセージから構成される。中分類プロセスがよりきめ細かく定義される場合は、それぞれ

のプロセスに対し、要求・応答の形で情報種が定義される。

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 で定義されたのは、「確定注文」プロセスであり、対応する情報

種は「確定注文情報」「確定注文請情報」である。

１．３ 業界横断 EDI 仕様 V1.1 策定の考え方 
 業界横断 EDI 仕様 V1.1 は、電機電子業界、自動車業界、化学業界および中小企業間取

引において、それぞれ特定の取引形態、対象製品、業務プロセスおよび諸条件のもとに、

中小企業との取引を念頭において、業界横断 EDI で必要となる情報項目を洗い出し、それ

らの情報項目を国連 CEFACT 標準である EDI 共通辞書の情報項目と突き合わせて策定し

た。

 

１．３．１ 電機電子業界

・ 電子機器および半導体・電子部品等の企業間における電子商取引。

・ 対象ビジネス形態としては、通常取引(通常取引・納品代行・ジャストインタイム)。

・ 業務プロセスでは、EDI を行う前提として取引基本契約書を取り交わし、｢仕様・品番

の決定｣｢価格の決定｣｢所要計画の提示｣が行われた前提の確定注文（個別の契約申込）
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を想定。 

・ JEITA/ECALGA の確定注文情報種には 149 項目が定義され、そのうち 15 項目を必須

項目としている。業界横断 EDI 仕様 V1.1 には、15 の必須項目と、カスタム品などの

顧客個別仕様品目定義のため、｢補足情報ファイル有無｣｢図面・仕様書番号｣｢補足情報

ファイル名｣を追加の情報項目とした。

 

以上は、一般社団法人電子情報技術産業協会／EC センターが代表して提案した。 

１．３．２ 自動車業界

・自動車の車両組み立てにおける、完成品メーカーと部品メーカーとの量産部品取引を想

定。

・業務プロセスは「確定注文」を想定。

・対象とする情報は、主として、中小企業メーカーに対し、紙により伝達される約３５項

目の情報であり、その中から、業界独自の項目は省いて登録。

 

以上は、一般社団法人日本自動車工業会が代表して提案した。 

１．３．３ 化学業界

・ 取引形態としては、直接取引だけでなく商社取引であることが多く、業態も総合商社、

専門商社がある上に企業規模も多岐にわたる。さらに化学会社間での取引があるのも特

徴で、これにも直接取引と商社取引とがある。ただし、業界横断 EDI 仕様 V1.1 では、

商社取引は対象外としている。 
・ 業界横断 EDI 仕様 V1.1 の対象として、現状の化学品取引である次の業種を意識した。 

A.加工型化学品を取り扱う業界 
塗料、ゴム／プラスティック加工品、洗剤／化粧品、医薬品、写真など 

B.素材型化学品を取り扱う業界（同業が含まれる） 
無機化学品、有機化学品、合成染料、合成ゴム、石油化学、合成樹脂、

合成繊維、電子材料 
・ 業界横断 EDI 仕様 V1.1 では、注文・注文確認のみを対象とした。

・ EDI の選択・標準作成については、販売業務・購買業務両面での利用を考慮した。ただ

し、業界横断 EDI 仕様 V1.1 では、国際取引を対象外としている。  
・ 業務プロセスでは、EDI を企業間情報交換として捉え、業界横断 EDI 仕様 V1.1 では「確

定注文情報」と「確定注文請情報」の組み合わせで情報交換が成立するとしている。 
・ データ交換の単位は、個数なく総量ベース、また、毎日、連続しての受発注ではなく在

庫ベースの取引のため、1 件１オーダーを基本としている。 
・ Chem eStandards の OrderCreate(注文情報)には 77 項目が定義され、そのうち 40 項
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目を必須項目としている。  
・ 業界横断 EDI 仕様 V1.1 には、32 項目を提案した。  

 
以上は、石油化学工業協会／CEDI 小委員会が代表して提案した。 

１．３．４ 中小製造業取引

・ 業界横断 EDI 仕様 V1.1 では、検討対象となった 3 業種（電機電子、自動車、化学）

との通常の取引で必要となる項目のみを定義している。 
・ しかしながら、中小企業における取引においては、紙帳票取引との併用や、多様な業

界との取引形態なども考慮した「中小企業取引拡張版」実装仕様が必要であり、別途

これを策定し、公開されることが期待される。 
・ 「中小企業取引拡張版」での考慮事項。 

Ø 中小製造業の取引は想定 3 業種以外にも、試作品・特注品取引やプロジェクト型

取引など受注生産型業界との取引が混在しており、これらのプロジェクト案件等

に対応するデータ項目を考慮する。 
Ø 中小製造業の顧客の業界は多様であり、中小製造業が紙帳票で発注する場合にも

顧客業界の取引慣行に合わせた取引を行っているケースが多い点を考慮する。 (例
えば流通業顧客と取引している場合はチェーンストア協会標準帳票を利用して発

注しているなど) 
Ø 中小製造業への EDI 導入には時間がかかり、紙帳票と並存する期間が長いと想定

している。この並存期間中は紙帳票に印刷されたデータ項目で利用頻度の高いデ

ータ項目は中小製造業 EDI で送受信するデータ項目に取込む方針とし、紙取引か

ら EDI 取引への切替えが円滑に進むよう配慮する。発注者、受注者の住所等は紙

帳票に必ず記載されるデータ項目であるため、中小製造業取引用の固有データ項

目として採用する。 
Ø EDI 導入後も納品物に添付する紙納品書が必要であり、紙納品書に印刷する頻度

が高いデータ項目を EDI で送信できるように配慮する。 

 以上は、特定非営利活動法人 IT コーディネータ協会が代表して提案した。
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２．業界横断 EDI 仕様 V1.1 の適用の仕方 
 業界横断 EDI 仕様 V1.1 は参照仕様として策定されている。参照仕様とは、EDI を実施

しようとする企業が、業務プロセスの摺合せや情報項目の相互マッピングにおいて参考ま

たは引用するための辞書として使われることを想定している。更に、特定の業界において

当該業界の EDI 標準を策定しようとするとき、他の業界標準との相互運用性を実現するた

めに参照することが推奨される。 

２．1 業務プロセスの摺合せ 
 企業間で EDI を実施しようとするとき、それぞれの企業の内部業務プロセスのどの時点

で何の情報を受け渡すのかを両社で合意する必要がある。

 取引当事者のそれぞれの内部業務プロセスをベースに、業界横断 EDI 仕様 V1.1 業務連

携定義を参照しつつ、合意出来る取引プロセスを摺合せることができる。 

２．２ 情報項目の参照 
 業務連携のプロセスが合意され、必要な時点で取り交わすメッセージ（情報の集合）が

決まったら、当該メッセージに含まれる情報項目（データの名称、意味定義、データの型

（文字、数値、桁数、コードなど））を、コンピュータで処理できるだけの精緻さを持って

定義しなければならない。

 業界横断 EDI 仕様 V1.1 情報項目定義では、異なる業種においても比較的共通に利用さ

れ得る情報項目につき、国連 CEFACT の EDI 共通辞書に準拠して収録してある。企業間

で取り交わすメッセージの情報項目定義においては、業界横断 EDI 仕様 V1.1 情報項目定

義を参照すればより容易に、取引当事者同士が合意できることが期待される。
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１．序説

 

１．１ 本書の目的と対象プロセス 

 

本業務連携定義は、次世代 EDI 推進協議会（JEDIC）で承認された、わ

が国製造業サプライチェーンの受発注における確定注文プロセスを対象と

した業界横断 EDI 仕様 V1.1 の業務連携定義書である。本業務連携定義は標

準的で効率的な確定注文プロセスを実現する目的で、取引当事者が両者の社

内業務プロセスを連携するときに参照されることを想定している。 

 

１．２ 文書変更履歴 

フェーズ 状況 最終更新日 
ドラフト第 1 版 ＷＧ承認 2011.04.14 
ドラフト第 2 版 部会承認 2011.12.12 

ドラフト第 3 版 事務局修正 2011.12.27 

 

１．３ 参照

参照する技術仕様および辞書・カタログ（バージョンを含む）

・国連 CEFACT 業務要件定義仕様（BRS）
・国連 CEFACT CCL10A
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２． 確定注文プロセスの概要 

２．１ 確定注文プロセスの目的 

   発注者と受注者によって注文内容の確認を行い、両社の合意による注文を確

定することで「“もの”の確保（役務提供）」を含めた個別契約の申し込みを明

確にすること。

 

２．２ 業務連携の範囲 

わが国製造業サプライチェーンの受発注業務の内、確定注文プロセスを対象

の範囲とする。 
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３．業務要件 

３．１ 業務領域 

業務領域 取引プロセス（大分類） 　取引プロセス（中分類）

本標準書の対象

通常取引

製造SCM 受発注 所要計画

確定注文

納入指示出荷検収

請求支払

 

 
 

３．２ 業務要件一覧 
要 件 番

号 

業務要件 取引プロセス トランザクション 

－ 
本業務連携定義の対象外とする。 所要計画  

A.1 
発注者は契約諸条件の全てを確定し、

個別契約の申し込みを行う場合、確定

注文情報を発行する。 

確定注文 確定注文 

トランザクション 

A.2 受注者は個別契約の申し込みに対する

意思表示として確定注文請け情報を作

成する。受発注者間において、全件確

定注文請け情報を返信するか条件付き

受諾および拒否の場合のみ返信するか

を事前に取決める。 

確定注文 確定注文請け

トランザクション 

－ 
本業務連携定義の対象外とする。 納入指示  
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３．３ 業務用語定義 

対象業務（確定注文）において、他の業務プロセスとも共通して使用しなけ

ればいけない主要な用語を定義する。

 

発注番号 発注者が付番した，発注を特定する番号。 

 

３．４  業務連携要件

３．４．１ ビジネスプロセス定義シート 
業務プロセス記述 

概要 

名称 確定注文 

説明 発注者と受注者によって注文内容の確認を行い、両社の合意による注文を確定

することで「“もの”の確保（役務提供）」を含めた個別契約の申し込みを明確

にする。 

詳細 

業務領域 製造ＳＣＭ 

プロセス領域 確定注文 

業務プロセス

関係者 

発注者／受注者／出荷元企業／納入先企業 

業務処理担当者 購買部門（発注者）、営業部門（受注者） 

開始と終了 

業務プロセス

開始時の条件 

発注準備（発注要件の確定と社内承認の完了） 

業務プロセス

終了時の状態 

確定注文請け確認（個別契約の成立） 

業務プロセス

開始時期 

確定注文情報送信 

業務プロセス

終了時期 

確定注文請け情報受信 

業務プロセス

内の活動 

確定注文請け情報に関する運用ルール

１）受発注者間において、全件確定注文請け情報を返信するか条件付き受諾およ 
  び拒否の場合のみ返信するかを事前に取決める。 
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２）主な条件付き受諾の対象項目

３）受注者が条件付受諾の確定注文請け情報を送信した場合、個別契約は成立し

ない。 

４）受注者が条件付受諾の確定注文請け情報を送信した場合、発注者はその確定 

注文について変更処理を行わず両者条件調整した結果の内容で再度、確定注

文情報を送信する。なお、両者条件調整の結果最初の条件で合意した場合も

発注者が再度同一内容の確定注文情報を送信する。 

項目№ UN01006632 UN01005794 UN01006632 UN01005628 

項目名 注文数量単位 単価 注文数量 納入期日 

例外処理の説明 確定注文請け情報を返さない場合は、基本契約もしくは EDI 個別契約

に沿って判断される。基本的には個別契約が成立してしまうことが多

い。 

他業務との関連 

含まれる業務

プロセス 

 

影響を受ける

業務プロセス

及び業務情報 

発注番号で連携される「出荷検収プロセス」および「請求支払いプロ

セス」が影響を受ける。 

３．４．２ ビジネスプロセス・ユースケース図

  確定注文ユースケース図 

確定注文

トランザクション

確定注文請け

トランザクション

確定注文

プロセス

発注者 受注者
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３．４．３ ビジネスプロセス・アクティビティ図 
発注者 受注者

発注準備

確定注文
情報送信

確定注文
情報受信

受注
内容確認

受諾

確定注文請け
情報受信

確定注文請け
内容確認

・発注要件の確定

・社内承認の完了

確定注文情報

・社内生産能力の調整／確保
・注文請け判断

受発注者間での取り決め

・注文内容を受諾する方法

・注文内容の変更を申し入れる方法

確定注文請け情報

・個別契約成立

・変更及び拒否の場合は、受発注者間

の取り決めに従う

確定注文請け情報
を送信しない

・個別契約成立

拒否

条件付き無条件

回答要回答不要

確定注文請け情報
送信

確定注文請け情報
（拒否）を送信

確定注文請け情報
（拒否）

確定注文請け情報
（条件明示）送信

確定注文請け情報
（条件明示）
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３．５ 業務当事者

  本業務連携定義に関与する全ての当事者につき定義する

 ・発注者

  物品及び役務提供の注文者

 ・受注者

  物品及び役務提供の注文を受ける者

 ・出荷元企業

  受注者または、受注者の指示により出荷する者

 ・納入先企業

  発注者または、発注者の外注委託先
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３．６ 概念データモデル 

注文情報文書クラス
＊発効日、注文種別、履歴、回答理由

注文情報備考クラス
＊備考

注文情報取引内容クラス

注文契約内容クラス
＊発注番号、受注番号

受注者クラス
＊受注者コード、発番機関、名称

受注者担当クラス
＊部門コード、部門名

発注者クラス
＊発注者コード、発番機関、名称

発注者担当クラス
＊部門コード

納入条件クラス

納入先企業クラス
＊納入先コード、名称

納入先企業住所クラス
＊郵便番号、住所

納入先企業担当クラス
＊部署コード、担当者氏名、担当部

門名、担当者コード、電話番号

決済クラス
＊通貨コード

決済条件クラス
＊支払方法等文言

明細行クラス

明細行見出クラス
＊明細行番号、回答理由

発注品クラス
＊発注者品名コード、品名、補足情

報ファイル有無

製品特性クラス
＊製品特性識別子

個品クラス
＊ロット番号

図面・仕様書クラス
＊図面・仕様書番号、補足情

報ファイル名

明細行毎契約内容クラス

明細行契約クラス

単価クラス
＊単価区分、単価、回答単

価、単価当たり数量、単位

明細行毎納入クラス
＊注文数量、回答数量、単位

明細行毎要求納入クラス
＊納入期日

明細行毎回答納入クラス
＊回答納入期日

明細行毎確認納入クラス
＊納入指示日・時刻

明細行毎納入場所クラス
＊納入場所コード、納入場所名称

確定注文情報/
確定注文請情報
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

1
ヘ

ッ
ダ

部
注

文
情

報
ク

ラ
ス （
項

目
セ

ッ
ト

）

受
発

注
段

階
に

お
い

て
、
受

注
者

・
発

注
者

間
で

交
換

さ
れ

る
諸

々
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

構
成

す
る

際
に

使
用

す
る

情
報

項
目

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

2
ヘ

ッ
ダ

部
注

文
情

報
文

書
ク

ラ
ス

注
文

情
報

の
文

書
全

体
に

係
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

3
ヘ

ッ
ダ

部
注

文
書

発
効

日
ま

た
は

注
文

請
書

発
効

日

注
文

ま
た

は
注

文
請

を
行

っ
た

日
付

，
ま

た
は

注
文

書
／

注
文

請
書

の
書

面
上

の
発

行
日

付
。

4
○

発
注

日
注

文
書

・
納

品
書

等
の

書
面

上
の

発
行

日
○

1
2
7
注

文
日

時

購
買

発
注

デ
ー

タ
を

相
手

先
の

連
絡

し
た

日
（
yy

yy
-

m
m

-
d
d
T
h
h
:m

m
:s

sZ
)

○
1
8
1
0
3

注
文

日
注

文
を

行
っ

た
日

付
。

○
注

文
日

注
文

を
行

っ
た

日
付

，
ま

た
は

注
文

書
の

書
面

上
の

発
行

日
付

5
ヘ

ッ
ダ

部
注

文
種

別
コ

ー
ド

注
文

か
注

文
請

か
を

区
分

。
1

○
内

示
／

確
定

区
分

内
示

/
確

定
を

区
分

7
ヘ

ッ
ダ

部
発

注
／

受
注

履
歴

番
号

注
文

ま
た

は
受

注
の

変
更

履
歴

を
管

理
す

る
番

号
。

1
○

1
3
0
注

文
履

歴
番

号

購
買

発
注

番
号

毎
の

更
新

履
歴

の
管

理
番

号

8
ヘ

ッ
ダ

部
注

文
回

答
理

由
コ

ー
ド

注
文

受
諾

区
分

。
（
注

文
通

り
、
納

期
・
単

価
・

数
量

を
変

更
、

拒
否

）

9
ヘ

ッ
ダ

部
注

文
情

報
備

考
ク

ラ
ス

注
文

情
報

の
備

考
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
0

ヘ
ッ

ダ
部

備
考

タ
イ

プ
－

－
○

9
9
6
発

注
コ

メ
ン

ト
発

注
時

の
コ

メ
ン

ト
を

表
記

1
1

ヘ
ッ

ダ
部

備
考

参
考

情
報

を
入

力
す

る
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

。
2

○
9
9
6
発

注
コ

メ
ン

ト
発

注
時

の
コ

メ
ン

ト
を

表
記

0
0
2
6
3

備
考

参
考

情
報

を
入

力
す

る
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

。
○

<
注

文
書

備
考

>

<
注

文
書

の
全

体
に

関
す

る
参

考
情

報
を

記
載

す
る
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

。
>

1
6

ヘ
ッ

ダ
部

注
文

情
報

取
引

内
容

ク
ラ

ス

注
文

情
報

で
伝

達
さ

れ
る

個
別

取
引

の
内

容
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。

－

1
7

ヘ
ッ

ダ
部

注
文

契
約

内
容

ク
ラ

ス
注

文
契

約
内

容
に

係
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

1
8

ヘ
ッ

ダ
部

契
約

タ
イ

プ
－

－

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

1
9

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

番
号

発
注

者
が

付
番

し
た

，
発

注
を

特
定

す
る

番
号

。
（
複

数
明

細
が

あ
る

場
合

は
，

明
細

は
「
明

細
行

番
号

」
ま

た
は

「
明

細
発

注
番

号
」
で

識
別

す
る

。
）

4
○

注
文

番
号

注
文

を
特

定
す

る
番

号
(複

数
の

明
細

を
包

含
す

る
)

《
 キ

ー
単

位
で

注
文

(指
示

)を
表

わ
す

(括
る

)も
の

 》

○
1
2
4
注

文
番

号

購
買

発
注

番
号

※
複

数
明

細
が

あ
る

場
合

は
、

明
細

は
「
購

買
発

注
明

細
番

号
」
項

目
で

管
理

○
0
0
0
0
7

注
文

番
号

発
注

者
が

注
文

情
報

に
付

与
し

た
管

理
番

号
。

一
意

性
を

持
た

せ
る

。

○
注

文
番

号

一
品

一
葉

注
文

書
に

お
い

て
発

注
者

が
付

番
し

た
，
発

注
を

特
定

す
る

一
意

性
を

持
た

せ
た

管
理

番
号

多
品

一
葉

注
文

書
の

場
合

は
，

明
細

は
「
明

細
行

番
号

」
と

組
み

合
わ

せ
る

か
ま

た
は

「
明

細
発

注
番

号
」
で

識
別

す
る

2
0

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

番
号

受
注

者
が

付
番

す
る

、
受

注
を

特
定

す
る

番
号

。
○

○

2
1

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

者
ク

ラ
ス

受
注

者
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

2
2

ヘ
ッ

ダ
部

当
事

者
タ

イ
プ

－
－

2
3

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

者
コ

ー
ド

注
文

を
受

け
る
企

業
/

工
場

・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

を
表

す
コ

ー
ド

。
4

○
受

注
者

注
文

を
受

け
る
企

業
/
工

場
・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

○
4
5
1
受

注
企

業
コ

ー
ド

受
注

企
業

ま
た

は
企

業
･部

署
名

称
○

0
0
0
0
5

受
注

者
コ

ー
ド

注
文

を
受

け
る
企

業
（
６

桁
）
お

よ
び

そ
の

営
業

所
・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

（
６

桁
）
を

表
す

コ
ー

ド
で

企
業

コ
ー

ド
に

よ
り
示

す
。

○
受

注
者

コ
ー

ド

＜
受

注
者

コ
ー

ド
管

理
組

織
が

発
番

し
た

注
文

を
受

け
る
企

業
/
工

場
・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

を
識

別
す

る
コ

ー
ド

＞

2
4

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

者
コ

ー
ド

発
番

機
関

受
注

者
コ

ー
ド

を
発

番
し

た
機

関
の

識
別

コ
ー

ド
。

（
U

N
/
E
D

IF
A

C
T
　

D
at

a
e
le

m
e
n
t 

3
0
5
5
の

コ
ー

ド
リ

ス
ト

を
使

用
す

る
。

）

2
○

1
8
0
2
7

受
注

者
コ

ー
ド

管
理

組
織

受
注

者
コ

ー
ド

を
管

理
す

る
団

体
を

示
す

コ
ー

ド
。

○
受

注
者

コ
ー

ド
管

理
組

織

受
注

者
コ

ー
ド

を
管

理
す

る
団

体
を
示

す
コ

ー
ド

。

2
8

ヘ
ッ

ダ
部

住
所

タ
イ

プ
－

－

3
1

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

者
担

当
ク

ラ
ス

受
注

者
の

担
当

（
窓

口
）

部
署

・
担

当
者

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

3
2

ヘ
ッ

ダ
部

連
絡

先
タ

イ
プ

－
－

3
3

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

部
門

コ
ー

ド
受

注
部

門
を

表
す

コ
ー

ド
。

2
○

4
5
1
受

注
企

業
コ

ー
ド

1
8
0
3
1

受
注

部
門

コ
ー

ド
受

注
部

門
を
示

す
コ

ー
ド

。
○

受
注

部
門

コ
ー

ド
受

注
部

門
を
示

す
コ

ー
ド

。
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

3
5

ヘ
ッ

ダ
部

受
注

部
門

名
受

注
部

門
の

名
称

。
2

○
4
5
0
受

注
企

業
名

称
受

注
企

業
ま

た
は

企
業

･部
署

名
称

○
受

注
部

門
名

受
注

部
門

の
名

称
。

4
2

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

者
ク

ラ
ス

発
注

者
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

4
3

ヘ
ッ

ダ
部

当
事

者
タ

イ
プ

－
－

4
4

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

者
コ

ー
ド

注
文

を
行

う
企

業
/
工

場
・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

を
表

す
コ

ー
ド

。
4

○
発

注
者

注
文

を
行

う
企

業
/

工
場

・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

○
3
9
6
発

注
企

業
コ

ー
ド

○
0
0
0
0
4

発
注

者
コ

ー
ド

注
文

を
行

う
企

業
（
６

桁
）
お

よ
び

そ
の

工
場

・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

（
６

桁
）
を

表
す

コ
ー

ド
で

企
業

コ
ー

ド
に

よ
り
示

す
。

○
発

注
者

コ
ー

ド

＜
発

注
者

コ
ー

ド
管

理
組

織
が

発
番

し
た

注
文

を
行

う
企

業
/
工

場
・

事
業

所
・
事

業
部

門
等

を
識

別
す

る
コ

ー
ド

＞

4
5

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

者
コ

ー
ド

発
番

機
関

発
注

者
コ

ー
ド

を
発

番
し

た
機

関
の

識
別

コ
ー

ド
。

（
U

N
/
E
D

IF
A

C
T
　

D
at

a
e
le

m
e
n
t 

3
0
5
5
の

コ
ー

ド
リ

ス
ト

を
使

用
す

る
。

）

2
○

1
8
0
2
2

発
注

者
コ

ー
ド

管
理

組
織

発
注

者
コ

ー
ド

を
管

理
す

る
団

体
を

示
す

コ
ー

ド
。

○
発

注
者

コ
ー

ド
管

理
組

織

受
注

者
コ

ー
ド

を
管

理
す

る
団

体
を
示

す
コ

ー
ド

。

4
6

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

者
名

称
注

文
を

行
う
企

業
/
工

場
・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

の
名

称
。

3
○

発
注

者
名

発
注

者
の

名
称

○
3
9
5
発

注
企

業
名

称
発

注
企

業
ま

た
は

企
業

･部
署

名
称

○
発

注
者

企
業

名
＜

注
文

を
行

う
企

業
の

名
称

。
＞

5
1

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

者
担

当
ク

ラ
ス

発
注

者
の

担
当

（
窓

口
）

部
署

・
担

当
者

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

5
2

ヘ
ッ

ダ
部

連
絡

先
タ

イ
プ

－
－

5
3

ヘ
ッ

ダ
部

発
注

部
門

コ
ー

ド
発

注
部

門
を

表
す

コ
ー

ド
。

2
○

3
9
6
発

注
企

業
コ

ー
ド

0
0
0
0
6

発
注

部
門

コ
ー

ド

原
価

の
責

任
部

門
ま

た
は

納
入

部
門

を
示

す
発

注
者

部
門

コ
ー

ド
。

○
発

注
部

門
コ

ー
ド

＜
発

注
部

門
を

示
す

コ
ー

ド
＞

6
6

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

条
件

ク
ラ

ス
納

入
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

6
7

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

タ
イ

プ
－

－

6
8

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
企

業
ク

ラ
ス

発
注

者
の

指
示

に
よ

り
、
発

注
者

以
外

の
企

業
に

発
注

品
を
納

入
す

る
場

合
に

使
用

す
る

、
納

入
先

企
業

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

（
製

品
を

直
送

な
ど

で
納

入
す

る
場

合
の

納
入

先
。

）

－
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

6
9

ヘ
ッ

ダ
部

当
事

者
タ

イ
プ

－
－

7
0

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
コ

ー
ド

納
入

先
の

企
業

/
工

場
・

事
業

所
・
事

業
部

門
等

を
表

す
コ

ー
ド

。
3

○
納

入
先

部
品

納
入

先
の

企
業

/
工

場
・
事

業
所

・
事

業
部

門
等

○
5
0
6
納

入
先

企
業

コ
ー

ド
○

＜
納

入
先

コ
ー

ド
＞

発
注

者
が

採
番

し
た

納
入

先
企

業
の

管
理

番
号

。

7
1

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
名

称
納

入
先

の
企

業
/
工

場
・

事
業

所
・
事

業
部

門
等

の
名

称
。

3
○

納
入

先
名

称
納

入
先

の
名

称
○

5
0
5
納

入
先

企
業

名
称

納
入

先
（
工

場
等

）
名

称
○

納
入

先
名

<
納

入
先

の
企

業
名

を
示

す
>

7
2

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
企

業
住

所
ク

ラ
ス

納
入

先
企

業
の

住
所

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
－

7
3

ヘ
ッ

ダ
部

住
所

タ
イ

プ
－

－

7
4

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
郵

便
番

号
納

入
先

の
郵

便
番

号
。

2
○

5
1
9
納

入
先

郵
便

番
号

郵
便

番
号

○
＜

納
入

先
郵

便
番

号
＞

<
納

入
先

の
郵

便
番

号
を
示

す
>

7
5

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
住

所
納

入
先

の
住

所
。

2
○

5
1
5
納

入
先

住
所

納
入

先
住

所
。

全
角

文
字

を
編

集
○

＜
納

入
先

住
所

＞
<
納

入
先

の
住

所
を
示

す
>

7
7

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
企

業
担

当
ク

ラ
ス

納
入

先
企

業
の

担
当

（
窓

口
）
部

署
・
担

当
者

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

7
8

ヘ
ッ

ダ
部

連
絡

先
タ

イ
プ

－
－

7
9

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
担

当
部

署
コ

ー
ド

納
入

先
の

発
注

品
担

当
部

署
の

コ
ー

ド
。

3
○

手
配

担
当

発
注

者
の

部
品

手
配

担
当

。
ま

た
、
納

入
先

の
部

品
手

配
担

当
を

表
わ

す
こ

と
も

あ
る

○
5
0
6
納

入
先

企
業

コ
ー

ド
○

納
入

先
部

署
コ

ー
ド

<
納

入
先

企
業

の
部

署
を

表
す

コ
ー

ド
>

8
0

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
担

当
者

氏
名

納
入

先
の

発
注

品
担

当
者

の
氏

名
ま

た
は

担
当

者
を

表
す

名
称

・
呼

称
。

3
○

手
配

担
当

発
注

者
の

部
品

手
配

担
当

。
ま

た
、
納

入
先

の
部

品
手

配
担

当
を

表
わ

す
こ

と
も

あ
る

○
5
0
8
納

入
先

担
当

者
名

称
製

品
納

入
先

の
担

当
者

名
称

○
＜

納
入

先
担

当
名

＞
<
納

入
先

企
業

の
担

当
者

を
示

す
>

8
1

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
担

当
部

門
名

納
入

先
の

担
当

部
門

の
名

称
。

2
○

5
0
5
納

入
先

企
業

名
称

納
入

先
（
工

場
等

）
名

称
○

納
入

先
部

署
名

<
納

入
先

企
業

の
部

署
を

表
す

名
称

>

8
2

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
担

当
者

コ
ー

ド
納

入
先

の
発

注
品

担
当

者
の

コ
ー

ド
。

1
○

手
配

担
当

発
注

者
の

部
品

手
配

担
当

。
ま

た
、
納

入
先

の
部

品
手

配
担

当
を

表
わ

す
こ

と
も

あ
る
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

8
3

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
担

当
電

話
番

号
ク

ラ
ス

納
入

先
担

当
の

電
話

番
号

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

8
4

ヘ
ッ

ダ
部

通
信

タ
イ

プ
－

－

8
5

ヘ
ッ

ダ
部

納
入

先
電

話
番

号
納

入
先

の
電

話
番

号
。

2
○

5
1
0
納

入
先

担
当

者
連

絡
番

号

納
入

先
担

当
者

の
連

絡
先

番
号

1
項

目
：
T
e
l№

、
2

項
目

：
F
ax

№

○
＜

納
入

先
電

話
番

号
＞

＜
製

品
を

直
送

な
ど

で
納

入
す

る
場

合
の

納
入

先
の

電
話

番
号

。
＞

9
6

ヘ
ッ

ダ
部

決
済

ク
ラ

ス
決

済
条

件
お

よ
び

金
額

等
の

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

9
7

ヘ
ッ

ダ
部

決
済

タ
イ

プ
－

－

9
8

ヘ
ッ

ダ
部

決
済

通
貨

コ
ー

ド

決
済

通
貨

を
表

す
コ

ー
ド

。
円

建
て

・
ド

ル
建

て
・

ユ
ー

ロ
建

て
な

ど
。

（
IS

O
 4

2
1
7
を

使
用

す
る

。
　

例
：
J
P

Y
，

U
S
D

，
E
U

R
な

ど
）

＊
省

略
時

は
日

本
円

と
見

な
す

。

1
○

0
0
0
2
8
1

通
貨

コ
ー

ド
通

貨
種

別
を

表
す

。

9
9

ヘ
ッ

ダ
部

決
済

条
件

ク
ラ

ス
決

済
条

件
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
0
0

ヘ
ッ

ダ
部

支
払

条
件

タ
イ

プ
－

－

1
0
2

ヘ
ッ

ダ
部

支
払

方
法

等
文

言
商

取
引

上
の

支
払

方
法

等
に

関
す

る
文

言
。

2
○

支
払

方
法

等
文

言
支

払
方

法
等

に
関

す
る
文

言
。

○
8
6
4
支

払
条

件
テ

キ
ス

ト

支
払

条
件

が
識

別
で

き
る
文

字
テ

キ
ス

ト
を

補
完

1
1
1

明
細

部
明

細
行

ク
ラ

ス
明

細
行

に
記

載
さ

れ
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

1
1
2

明
細

部
明

細
行

タ
イ

プ
－

－

1
1
3

明
細

部
明

細
行

見
出

ク
ラ

ス

明
細

行
の

見
出

と
な

る
情

報
（
行

番
号

、
備

考
等

）
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
1
4

明
細

部
文

書
行

タ
イ

プ
－

－
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

1
1
5

明
細

部
明

細
行

番
号

明
細

行
を

識
別

す
る

番
号

。
3

○
注

文
明

細
番

号

注
文

情
報

の
明

細
毎

に
付

け
る

番
号

《
 個

々
の

注
文

を
特

定
す

る
も

の
：
個

別
注

文
単

位
 》

○
6
7
0

明
細

行
番

号

メ
ッ

セ
ー

ジ
で

付
与

さ
れ

る
明

細
行

の
連

続
番

号
。

｢
1
｣か

ら
連

番

○
<
注

文
行

番
号

>

＜
複

数
行

注
文

書
の

注
文

明
細

を
特

定
す

る
た

め
の

管
理

番
号

。
明

細
行

毎
の

注
文

は
注

文
番

号
と
注

文
行

番
号

と
の

複
合

キ
ー

に
よ

り
ユ

ニ
ー

ク
と

す
る

ケ
ー

ス
に

利
用

す
る

。
明

細
行

毎
に

ユ
ニ

ー
ク

な
明

細
注

文
番

号
を

付
与

す
る

ケ
ー

ス
や

一
品

一
葉

注
文

書
の

場
合

は
使

用
し

な
い

。
＞

1
1
6

明
細

部
注

文
回

答
理

由
コ

ー
ド

明
細

別
注

文
受

諾
区

分
。

（
注

文
通

り
、
納

期
・

単
価

・
数

量
を

変
更

、
拒

否
）

1
1
9

明
細

部
発

注
品

ク
ラ

ス
発

注
品

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

1
2
0

明
細

部
製

品
タ

イ
プ

－
－

1
2
2

明
細

部
発

注
者

品
名

コ
ー

ド

発
注

者
が

付
番

し
た

，
発

注
品

を
特

定
す

る
番

号
。

4
○

部
品

番
号

発
注

者
が

部
品

等
の

品
目

を
特

定
す

る
た

め
に

設
定

し
た

番
号

○
6
7
5

製
品

コ
ー

ド
○

0
0
0
2
4

発
注

者
品

名
コ

ー
ド

●

発
注

者
が

採
番

し
た

発
注

品
の

管
理

番
号

。
○

発
注

者
品

名
コ

ー
ド

発
注

者
が

採
番

し
た

発
注

品
の

管
理

番
号

。

1
2
4

明
細

部
品

名
発

注
品

の
品

名
・
名

称
。

3
○

部
品

名
称

部
品

等
の

名
称

○
6
7
6

製
品

名
称

製
品

名
称

。
発

注
企

業
の

管
理

名
称

を
補

完

C
0
0
1
4
2
/
0

0
2
6
2

品
名

(品
名

仕
様

）
(漢

字
)

●

一
般

的
製

品
名

称
。

○
品

名
＜

注
文

品
の

品
名

・
名

称
＞

1
2
6

明
細

部
補

足
情

報
フ

ァ
イ

ル
有

無
区

分

補
足

情
報

フ
ァ

イ
ル

（
図

面
・
仕

様
書

な
ど

）
の

有
無

を
表

す
コ

ー
ド

。
2

○
C

0
0
3
6
1
/
1

8
8
5
6

補
足

情
報

フ
ァ

イ
ル

有
無

区
分

補
足

情
報

フ
ァ

イ
ル

の
有

無
を
示

す
コ

ー
ド

。
○

補
足

情
報

フ
ァ

イ
ル

有
無

区
分

補
足

情
報

の
有

無
を
示

す
コ

ー
ド

1
2
7

明
細

部
製

品
特

性
ク

ラ
ス

製
品

の
特

性
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
2
8

明
細

部
製

品
特

性
タ

イ
プ

－
－

本文.indd   3.6本文.indd   3.6 2012/03/13   9:14:072012/03/13   9:14:07



項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

1
2
9

明
細

部
製

品
特

性
識

別
子

こ
の

ク
ラ

ス
で

記
述

す
る

製
品

特
性

が
何

で
あ

る
か

を
指

定
す

る
コ

ー
ド

ま
た

は
特

性
の

名
称

。
（
色

、
材

質
、

規
格

、
寸

法
、

形
状

、
な

ど
。

）

1
4
4

明
細

部
個

品
ク

ラ
ス

発
注

品
の

個
品

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

1
4
5

明
細

部
個

品
タ

イ
プ

－
－

1
4
6

明
細

部
ロ

ッ
ト

番
号

受
注

者
が

付
番

す
る

製
造

ロ
ッ

ト
番

号
。

2
○

6
9
5

ロ
ッ

ト
番

号

ロ
ッ

ト
指

定
注

文
を

行
う

場
合

な
ど

に
使

用
○

<
受

注
者

製
造

ロ
ッ

ト
番

号
>

受
注

者
の

製
品

製
造

ロ
ッ

ト
番

号

1
4
7

明
細

部
図

面
・
仕

様
書

ク
ラ

ス

図
面

・
仕

様
書

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

1
4
8

明
細

部
引

用
文

書
タ

イ
プ

－
－

1
4
9

明
細

部
図

面
・
仕

様
書

番
号

発
注

者
が

受
注

者
に

提
示

す
る

図
面

・
仕

様
書

等
の

管
理

番
号

。
2

○
C

0
0
1
4
9
/
0

0
1
7
3

図
面

・
仕

様
書

番
号

発
注

者
が

受
注

者
に

提
示

す
る

図
面

・
仕

様
書

等
の

管
理

番
号

。

○
図

面
・
仕

様
書

番
号

＜
発

注
者

が
受

注
者

に
提

示
す

る
仕

様
。

原
則

と
し

て
図

面
番

号
･

仕
様

書
番

号
に

使
用

す
る

。
＞

1
5
0

明
細

部
補

足
情

報
フ

ァ
イ

ル
名

補
足

情
報

の
フ

ァ
イ

ル
名

称
を

表
す

。
2

○
C

0
0
3
6
2
/
1

8
8
5
7

補
足

情
報

フ
ァ

イ
ル

名

補
足

情
報

の
フ

ァ
イ

ル
名

称
を

表
す

。
○

補
足

情
報

フ
ァ

イ
ル

名

補
足

情
報

の
フ

ァ
イ

ル
名

称
を

表
す

1
5
1

明
細

部
明

細
行

毎
契

約
内

容
ク

ラ
ス

明
細

行
毎

の
契

約
内

容
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
5
2

明
細

部
明

細
行

契
約

ク
ラ

ス
－

－

1
6
4

明
細

部
単

価
ク

ラ
ス

発
注

品
の

単
価

に
関

す
る

情
報

か
ら

な
る

ク
ラ

ス
。

－

1
6
5

明
細

部
価

格
タ

イ
プ

－
－

1
6
6

明
細

部
単

価
区

分

単
価

が
確

定
単

価
か

仮
単

価
か

暫
定

単
価

か
単

価
未

定
か

を
表

す
コ

ー
ド

。

2
○

0
0
0
1
4

単
価

区
分

●

単
価

が
確

定
単

価
か

未
定

単
価

か
を

示
す

コ
ー

ド
。

○
単

価
区

分

単
価

が
確

定
単

価
か

単
価

未
定

か
を
示

す
コ

ー
ド

。
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

1
6
7

明
細

部
単

価
発

注
品

１
単

位
あ

た
り

の
価

格
。

4
○

単
価

単
価

(型
の

場
合

は
型

総
額

)
○

8
5
0
注

文
単

価
S
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.9

9
(S

1
1
.2

)
○

0
0
0
1
3

単
価

●
製

品
１

単
位

当
た

り
の

価
格

。
○

単
価

製
品

１
単

位
当

た
り

の
価

格
。

N
E
W

明
細

部
回

答
単

価
発

注
品

１
単

位
あ

た
り

の
回

答
価

格
。

1
6
9

明
細

部
単

価
当

た
り

数
量

単
価

表
示

の
基

礎
と

な
る

数
量

。
1

○
8
5
4

単
価

当
た

り
数

量
9
9
9
9
9

1
7
0

明
細

部
単

価
当

た
り

数
量

単
位

単
価

表
示

の
基

礎
と

な
る

数
量

の
単

位
。

1
○

8
5
5

単
価

当
た

り
数

量
単

位
「
K
G

M
」
等

1
7
6

明
細

部
明

細
行

毎
納

入
ク

ラ
ス

明
細

行
毎

の
納

入
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
7
7

明
細

部
明

細
行

納
入

タ
イ

プ
－

－

1
7
8

明
細

部
注

文
数

量
発

注
品

の
注

文
数

量
。

4
○

注
文

数
当

該
部

品
の

注
文

(内
示

､確
定

)数
量

○
6
8
9
注

文
数

量
数

量
。

S
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.9

9
9
(S

1
0
.3

)
○

0
0
0
1
5

注
文

数
量

●
受

注
者

に
対

す
る

発
注

数
量

。
○

注
文

数
量

受
注

者
に

対
す

る
発

注
数

量

N
E
W

明
細

部
回

答
数

量
注

文
請

の
回

答
数

量
。

1
7
9

明
細

部
注

文
数

量
単

位
注

文
数

量
の

単
位

。
3

○
6
9
0
注

文
数

量
単

位
「
K
G

M
」
等

○
0
0
0
1
2

単
位

●
数

量
を

表
す

基
準

を
示

す
コ

ー
ド

。
○

単
位

＜
数

量
を

表
す

基
準

を
示

す
コ

ー
ド

、
又

は
単

位
名

＞

1
8
5

明
細

部
明

細
行

毎
要

求
納

入
作

業
ク

ラ
ス

明
細

行
毎

の
、
発

注
者

か
ら
要

求
さ

れ
た

納
入

作
業

に
関

す
る

情
報

（
納

入
日

時
な

ど
）
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。

－

1
8
6

明
細

部
実

施
作

業
タ

イ
プ

－
－

1
8
7

明
細

部
納

入
期

日

発
注

者
か

ら
受

注
者

者
に

提
示

す
る

、
発

注
品

の
納

入
期

日
/
時

刻
，

ま
た

は
納

入
希

望
日

。

3
○

7
0
0

希
望

納
期

yy
yy

-
m

m
-

d
d
T
0
0
:0

0
:0

0
Z

（
日

付
部

分
の

み
設

定
）

時
間

は
、

「
発

注
コ

メ
ン

ト
」
欄

で
指

定 1
品

目
複

数
納

期
は

、
希

望
納

期
を

複
数

編
集

○
1
8
1
0
4

納
期

●
製

品
の

納
入

期
日

。
○

納
期

＜
製

品
の

納
入

期
日

、
ま

た
は

納
入

希
望

日
＞
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項
目

名
項

目
定

義
得

票
数

J
A

M
A

- J
A

P
IA

使
用

J
A

M
A

で
の

項
目

ID

J
A

M
A

で
の 項

目
名

J
A

M
A

で
の

定
義

C
E
D

I
使

用
C

E
D

Iで
の

項
目

ID
C

E
D

Iで
の

項
目

名
C

E
D

Iで
の

定
義

E
C

A
L
G

A
使

用

E
C

A
L
G

A
で

の
項

目
ID

（
デ

ー
タ

タ
グ

番
号

）

E
C

A
L
G

A
I

で
の

項
目

名

E
C

A
L
G

A
で

の
定

義

中
小

企
業

使
用

中
小

E
D

Iで
の

項
目

ID
（
デ

ー
タ
タ

グ
番

号
）

中
小

E
D

Iで
の

項
目

名
中

小
E
D

Iで
の

定
義

行 番 号

ヘ
ッ

ダ
/

明
細

業
界

横
断

E
D

I仕
様

情
報

項
目

石
化

協
/
C

E
D

I
J
E
IT

A
/
E
C

A
L
G

A
標

準
IT

C
/
中

小
企

業
共

通
E
D

I
(一

般
）

J
A

M
A

/
J
A

M
A

-
J
A

P
IA

標
準

N
E
W

明
細

部
明

細
行

毎
回

答
納

入
作

業
ク

ラ
ス

明
細

行
毎

の
、
受

注
者

か
ら

回
答

さ
れ

た
納

入
作

業
に

関
す

る
情

報
（
納

入
日

時
な

ど
）
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。

N
E
W

明
細

部
実

施
作

業
タ

イ
プ

－

N
E
W

明
細

部
回

答
納

入
期

日

受
注

者
か

ら
発

注
者

に
提

示
す

る
、
発

注
品

の
回

答
納

入
期

日
/
時

刻
，

ま
た

は
回

答
納

入
希

望
日

。

1
8
8

明
細

部
明

細
行

毎
確

認
納

入
作

業
ク

ラ
ス

明
細

行
毎

の
、

当
事

者
間

で
確

認
さ

れ
た

納
入

作
業

に
関

す
る

情
報

（
納

入
日

時
な

ど
）
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。

－

1
8
9

明
細

部
実

施
作

業
タ

イ
プ

－
－

1
9
0

明
細

部
納

入
指

示
日

/
時

刻

発
注

者
と
受

注
者

と
の

間
で

、
発

注
以

前
に

合
意

・
確

認
さ

れ
て

い
る
納

入
日

付
/
時

刻
。

1
○

納
入

指
示

日
/
時

刻

発
注

者
が

受
注

者
に

提
示

す
る
納

入
日

付
/
時

刻

1
9
1

明
細

部
明

細
行

毎
納

入
場

所
ク

ラ
ス

明
細

行
毎

の
納

入
場

所
に

関
す

る
情

報
か

ら
な

る
ク

ラ
ス

。
－

1
9
2

明
細

部
物

流
拠

点
等

所
在

地
タ

イ
プ

－
－

1
9
3

明
細

部
納

入
場

所
コ

ー
ド

納
入

場
所

ま
た

は
受

渡
場

所
を
示

す
コ

ー
ド

。
3

○
納

入
場

所

納
入

先
の

最
初

に
受

け
入

れ
る

場
所

。
工

場
の

入
口

等
に

相
当

す
る

。

○
C

0
0
1
6
7
/
0

0
0
2
8

受
渡

場
所

●

納
入

場
所

ま
た

は
受

渡
場

所
を
示

す
コ

ー
ド

。
○

<
受

渡
場

所
コ

ー
ド

>

納
入

場
所

ま
た

は
受

渡
場

所
を

示
す

コ
ー

ド
。

1
9
4

明
細

部
納

入
場

所
名

称
納

入
場

所
ま

た
は

受
渡

場
所

の
名

称
。

2
○

納
入

場
所

名
称

納
入

場
所

の
名

称
1
8
4
2
1

1
8
4
2
2

受
入

場
所

名 受
入

場
所

名
（
漢

字
）

○
受

渡
場

所
名

納
入

場
所

ま
た

は
受

渡
場

所
を

表
す

名
称

。
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（
附
表
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 

章
 

項
目

 
内
容

 
重

要
度

 

4
章

 
AS

P
サ
ー
ビ
ス

 
 

 

 
4-

1．
情
報
種
と
情
報
項
目

 
取
り
扱
う

ED
I情

報
種
と
情
報
項
目
（
名
称
等
）
は
、
業
界
横
断

ED
I仕

様
「
情
報
項
目
定
義
」
を
参
照

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
定
義
し
、
仕
様
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
4-

2．
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ

 
業
界
横
断

ED
I仕

様
以
外
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
業
界
横
断

ED
I仕

様
「
情
報
項
目
定
義
」
を
参
照
し
て
定
義

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
変
換
す
る
機
能
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 
○

 

 
 

 
変
換
可
能
な
情
報
種
、
お
よ
び
対
応
可
能
な
業
界
に
つ

い
て
は
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

 
○

 

 
4-

3．
伝
送
手
段

 
ユ
ー
ザ
と

AS
P
と
の
間
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
や
通
信
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
利
用
可
能
な
範
囲
を
明
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
4-

4．
デ
ー
タ
送
受
信

 
複
数
の
取
引
先
（
発
注
企
業
ま
た
は
受
注
企
業
）
か
ら
の

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を

1
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
同

じ
伝
送
手
段
）
で
受
信
す
る
機
能
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
 

 
複
数
の
取
引
先
（
発
注
企
業
ま
た
は
受
注
企
業
）
へ
の

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を

1
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
同

じ
伝
送
手
段
）
で
送
信
す
る
機
能
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
4-

5．
W

eb
画
面
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

 
複
数
の
取
引
先
（
発
注
企
業
ま
た
は
受
注
企
業
）
か
ら
の

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を

1
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
同

じ
画
面
）
で
参
照
、
受
信
、
送
信
す
る
機
能
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
4-

6．
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

 
AS

P
稼
動
時
間
（
無
停
止
、
保
守
時
間
帯
設
定
あ
り
等
）
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

◎
 

 
 

他
AS

P
と
連
携
す
る
場
合
は
、
利
用
者
の
業
務
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
そ
の
接
続
仕
様
（
接
続
タ
イ
ミ
ン

グ
等
）
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
説
明
す
る
べ
き
で
あ
る

。
 

○
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章
 

項
目

 
内
容

 
重

要
度
 

 

5
章

 
AS

P
間
連
携

 
 

 

 
 

5-
1．

業
界
横
断

ED
I 

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
受

信
 

 

AS
P
間
連
携
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
界
横
断

ED
I対

応
AS

P
は
、
異
な
る

AS
P
か
ら
送
信
さ
れ
た
業

界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
配
信
す
る
機
能
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 
◎

 

 
 

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
送
信
す
る

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
の
宛
先
が
、
異
な
る

AS
P
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

で
あ
る
場
合
、
そ
の

AS
P
に
対
し
て
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
機
能
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
5-

2．
振
り
分
け
機
能

 
AS

P
間
連
携
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
界
横
断

ED
I対

応
AS

P
は
、
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
に
付

与
す
る
ヘ
ッ
ダ
情
報
等
に
よ
り
、
そ
の
あ
て
先
（

AS
P
や
利
用
ユ
ー
ザ
）
を
特
定
で
き
る
べ
き
で
あ
る
。

 
○

 

 
5-

3．
接
続
仕
様

 
通
信
手
順
や
接
続
タ
イ
ミ
ン
グ

(リ
ア
ル
タ
イ
ム
方
式
、
バ
ッ
チ
方
式

)、
発
着
呼
の
役
割
分
担
、
エ
ラ
ー
デ

ー
タ
の
取
り
扱
い
等
の
接
続
仕
様
は
、

AS
P
ベ
ン
ダ
ー
同
士
で
調
整
し
、
事
前
に
取
り
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 
◎
 

 
 

接
続
に
あ
た
っ
て
は
、
接
続
元

AS
P
の
認
証
機
能
の
実
装
、
通
信
手
順
は
国
際
標
準
で
あ
る

eb
XM

L/
M

S
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
の
採
用
、
接
続
タ
イ
ミ
ン
グ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
方
式
、
発
着
呼
は
デ
ー
タ

送
信
側
か
ら
起
動
す
る
方
式
が
、
各
々
望
ま
し
い
。
 

△
 

 
5-

4．
送
達
確
認
 

①
 通

信
確
認

 
通
信
上
、
受
信
側

AS
P
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
受
信
完
了
し
た
と
き
に
送
信
側

AS
P
へ
応
答
を
返
す
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

◎
 

 
②

 受
信
確
認

 
受
信
側

AS
P
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
受
信
完
了

(振
り
分
け

)し
た
と
き
に
、
送
信
側

AS
P
に
受
信
完
了
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
返
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

△
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章
 

項
目

 
内
容

 
重

要
度

 

5
章

 
AS

P
間
連
携
 

 
 

 
5-

4．
送
達
確
認
 

③
 受

領
確
認

 
受
信
側
の

AS
P
ユ
ー
ザ
が
受
信
側

AS
P
か
ら
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
受
信
完
了
し
た
と
き
に
送
信
側

AS
P
に

受
領
完
了
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
返
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
△

 

 
 

 
④
 
ﾋﾞ
ｼ
ﾞ
ﾈｽ
確
認

 
受
信
側
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の

処
理
受
付
し
た
と
き
に
ビ
ジ
ネ
ス
確
認
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
を
送
信
側

AS
P
ユ
ー
ザ
へ
返
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
△

 

 
 

5-
5．

責
任
分
界
点

 
AS

P
間
連
携
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
業
界
横
断

ED
I対

応
AS

P
は
、
デ
ー
タ
授
受
の
責
任
分
界
点
（
デ
ー

タ
保
証
の
責
任
が
受
信
側

AS
P
へ
移
転
す
る
ポ
イ
ン
ト
）
を
、

AS
P
間
で
取
り
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

◎
 

6
章

 
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 
 

 

 
6-

1．
情
報
種
と
情
報
項
目

 

業
界
横
断

ED
I対

応
の
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
入
れ
、
業
務
パ
ッ
ケ

ー
ジ
内
の
情
報
項
目
と
し
て
格
納
し
、
利
活
用
し
、
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
で
処
理
さ
れ
た
結
果
（
出
荷
実
績

な
ど
）
を
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
出
力
す

る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

◎
 

 
 

な
お
、
上
記
で
「
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
に
対
応
す
る
」
の
レ
ベ
ル
は
、
業
界
横

断
ED

I仕
様
「
情
報
項
目
定
義
」
と
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

内
に
格
納
可
能
な
情
報
項
目
及
び
出
力
可
能
な
情
報

項
目
と
の
対
比
表
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
、
そ
の
対
比
表
は
ユ
ー
ザ
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

◎
 

 
6-

2．
画
面

 
健
全
性
を
考
慮
し
、
複
数
の
発
注
者
か
ら
の
デ
ー
タ
が

同
一
の
画
面
で
参
照
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
◎
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章
 

項
目

 
内
容

 
重
要
度

 

7
章

 
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ

 
 

 

 
 

7-
1.

メ
ッ
セ
ー
ジ
変
換
機

能
 

業
界
横
断

ED
I対

応
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
は
、
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
と
、
各
業
界
標
準

ED
Iメ

ッ
セ

ー
ジ
／
企
業
固
有
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
社
内
形
式
デ
ー
タ
の

双
方
向
の
変
換
機
能
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 
◎

 

 
7-

2．
変
換
定
義
情
報

 
業
界
横
断

ED
I対

応
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
は
、
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
を
変
換
の
入
力
側
ま
た
は
出

力
側
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
か
ら
提
供
さ
れ
る
辞

書
を
用
い
て
、
型
定
義
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
 

 
更
に
、業

界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
と
各
業
界
標
準
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
項
目
を
対
応
付
け
し
た
マ
ッ
ピ
ン
グ
定

義
等
の
雛
形
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
、
望
ま
し
い
。

 
△

 

 
 

7-
3．

チ
ェ
ッ
ク
機
能

 
業
界
横
断

ED
I対

応
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
タ
は
、
業
界
横
断

ED
Iメ

ッ
セ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
入
力
と
し
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
変
換
を
行
う
際
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
有
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
◎

 

 
 

 
 

変
換
エ
ラ
ー
発
生
時
に
は
、
エ
ラ
ー
内
容
の
出
力
、
エ
ラ
ー
の
検
証
等
が
行
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
例

え
ば
、
属
性
の
違
い
、
桁
あ
ふ
れ
な
ど
の
エ
ラ
ー
）

 
◎
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